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自然再生事業に関する 

ワークショップメンバーの募集について 
～重信川（東温市上村）で自然を復元する計画づくりを行います～ 

 

重信川河口から１４ｋ／４００地点（左岸側）の開発霞（東温市上村）で

自然再生事業実施に向けた計画づくりを学識経験者とともに検討するワー

クショップメンバーを募集します。 

 

国土交通省松山河川国道事務所が事務局となり、重信川の自然をはぐくむ

会（会長：愛媛大学教授矢田部龍一）を平成１５年１月に発足し、重信川の

自然を再生する全体計画を平成１６年３月に策定しました。それ以後、個別

箇所毎に具体的事業計画を検討・作成し、以下３箇所の工事を実施していま

す。 

・松原泉の再生（松山市森松町）・・・平成１８年度完成 

・広瀬霞の再生（松山市南高井町）・・・平成１９年度完成 

・河口ヨシ原再生（松山市西垣生町）・・・平成２３年度一期工事完成 

 

今回、開発霞の再生（東温市上村）に向けた計画づくりを検討・作成する

ワークショップメンバーを広く募集します。選考メンバーは、学識経験者等

からアドバイスを頂きながら重信川の河川環境の保全・再生と地域住民の憩

いの場、子供たちの環境学習の場等となる開発霞の自然再生事業計画策定に

向けて検討を行います。 

 

・募集期間：平成２５年４月１７日（水）～５月１７日（金）まで 

・募集人数：十数名（１８歳以上） 

 なお、選考は重信川の自然をはぐくむ会選考委員会が実施し、６月上旬に

決定する予定です。 

平成２５年４月１７日 
国土交通省松山河川国道事務所 

 
 

【問合せ先】（◎＝主たる問合せ先） 
国土交通省松山河川国道事務所 TEL (089)972-0034 

 

副所長（河川）  関谷 浩二 （内線 204） 

○調査第一課長   岩本 康宏 （内線 351） 

 
 
 



 

 

 

 ～自然豊かな開発霞の計画をみんなでつくろう！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上村大橋(開発霞)周辺航空写真
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（かすみの森公園）

           

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

メダカ（絶滅危惧種）

 
ドジョウ（絶滅危惧種）重信川（上村大橋付近）の瀬切れ  



募集要項 

 

１．実施内容 

 国土交通省がかつてあった自然に復元しようと検討している開発霞（かすみの森公園）におい

て、学識経験者とともにワークショップ（※1)形式にて検討を行い、計画、施工、モニタリング、維持

管理についてとりまとめるものです。 

※１ワークショップ：参加者が専門家の助言を得ながら問題解決のために行う研究集会 

 

２．応募資格 

 １８歳以上の方で、平成２５年６月～平成２６年３月に５回程度開催するワークショップに参加でき

る方。なお、ワークショップ開催場所は基本的に東温市役所を予定していますが現地調査も実施

する予定です。 

 

３．委嘱方法と委嘱期間 

 委嘱は松山河川国道事務所長より委嘱し、委嘱期間は第１回ワークショップ開催日から平成２６

年３月３１日とします。 

 ただし、ワークショップの進行の妨げとなるような行為を実施する等不当行為があった場合は松

山河川国道事務所長の判断で途中解任する場合があります。 

 

４．募集人数 

 十数名 

 

５．手当 

 なし 

 

６．選考方法 

①選考は、重信川の自然をはぐくむ会による選考委員会が実施します。 

②所要の人数の応募がない場合には、松山河川国道事務所長が選任します。 

③選考結果については、各応募者に対して電話連絡致します。なお、選考結果に関する問い合

わせは一切受け付けません。 

 

７．応募方法 

 別紙様式を使用し、下記の項目を記入して、封書、ＦＡＸまたは電子メールによりご応募下さい。

応募の締切は、平成２５年５月１７日（金）１７時必着です。 

①住所 ②氏名（フリガナ） ③年齢 ④性別 ⑤電話番号 ⑥職業 ⑦所属する団体等があればそ

の組織名と役職等 ⑧自治会等の地域と密着した活動経験 ⑨２００字程度で応募理由や重信川

への意見・提言等をまとめたもの 

 

 



応募先：国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所 調査第一課 

〒790-8574 松山市土居田町 797-2 

TEL 089（972）0034 FAX 089（972）6621 

E-mail：matuya60@skr.mlit.go.jp 

 

８．備考 

①ワークショップは進行状況により回数が変更になる場合があります。 

②ワークショップは原則マスコミにも公表して実施します。 

③メンバーによりとりまとめられた資料を基本に松山河川国道事務所において、実施(施工）に向け

た設計を行うため、すべてが反映されるものではありません。 

④今回得た個人情報は、ワークショップメンバー選考以外に使用しません。 

 

◆位置図 

東温市役所

開発霞

重信川

石手川

 

◆学識メンバー 

 

愛媛県水産研究センター栽培資源研究所　主任研究員 清水　孝昭

愛媛大学　防災情報研究センター　准教授 二神　透 土木計画学、防災
ファシ
テータ

松山東雲短期大学　名誉教授 松井　宏光

愛媛大学　大学院理工学研究科　講　師 三宅　 洋 生物（底生動物）

生物（魚類）

生物（植物）

学識
メンバー

リ
ー



別紙様式 

開発霞ワークショップメンバー応募様式 

 

 

 ①住所 

 

 

 

 

 

 

 ②氏名（フリガナ） 

 

 

 

 ③年齢 

 

 

 

 ④性別 

 

 

 

 ⑤電話番号（携帯でも可） 

 

 

 

 ⑥職業 

 

 

 

 ⑦所属する団体等があれば 

   その組織名と役職等 

 

 

 

 

  

⑧自治会等の地域と密着 

   した活動経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑨応募理由や重信川への 

  意見・提言等 

   （２００字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




